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各学校においては、昨年度のコロナ禍による授業時数の削減や働き方改革の推進により、教育

課程の見直しがすすんでいます。その際には、教師が「何を教えたか」よりも、子どもが「何が
できるようになるか」というような、子どもにつけるべく資質・能力をもとに協議をし、編成し
直した学校が増えてきました。 
しかし、私のこれまでの経験から先生方の多くは、自分の教科や１時間の授業研究は熱心です

が学校全体の教育課程への関心は薄く、管理職や教務主任に任せている時もありました。また、
数多くある「○○教育全体計画」も昨年度の反省を生かすことなく、単発的な実践になることが
ありました。何よりも、私が現場で働いていた際には、カリキュラム・マネジメントに関する研
修や、カリキュラムを評価、改善する時間を十分確保しなかったことを反省しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
カリキュラム・マネジメントとは、「学校の教育目

標をよりよく達成するために、組織としてカリキュ
ラムを創り、動かし、変えていく、継続的かつ発展
的な、課題解決の営み（田村知子 (2011)」です。 
↑のマンガのように、各学級や学年において学習

経験が異なると、子どもたちに身につく資質・能力
も異なるため、カリキュラム・マネジメントの必要
性を全教職員が理解し、学校全体で取り組む必要が
あります。 
カリキュラム・マネジメントを推進するためには

それに費やす時間が必要であることも事実で、校内
研修や、子どもにどのような資質・能力をつけたの
かという視点で評価・改善する等の時間を定期的に位置づけていくことが不可欠となります。  

１学期学校訪問から学んだこと⑦ 
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